
１．賑わう「都」をつくる ・・・・・３１５百万円
～奈良が有する自然・歴史・文化資源を活用し、観光産業を振興する～

・平城宮跡の利活用推進（朱雀大路東側地区の用地取得等）（315）

２．愉しむ「都」をつくる ・・・３，６３０百万円
～県民が安心して快適に暮らし続けられる奈良をつくる～

・大和川流域総合治水対策（河川改良）（2,038）
・砂防（生駒市小倉寺町外4カ所）（473）

３．便利な「都」をつくる ・・・４，９２７百万円
～県土マネジメントを推進し、効率的で便利な交通基盤をつくる～

・道路改良（国道168号阪本工区、五條吉野線ほか）（2,011）
・道路災害防除（国道25号外27路線）（1,284）

４．健やかな「都」をつくる ・・・・・１１３百万円
～健康寿命日本一を目標に、高齢者、障害者を含む、誰もが健やかに暮らせる地域をつくる～

・障害者福祉施設の整備（大規模修繕（空調設備の更新））を支援（95）

５．智恵の「都」をつくる ・・・・・５４８百万円
～すべての県民が、生涯良く学び続けられ、奈良の歴史文化に親しめる地域をつくる～

・新県立学校に高速大容量の通信ネットワークを整備（524）
・文化財の防災施設の整備を支援（24）

６．豊かな「都」をつくる ・・・１，２４５百万円
～県内の農・畜産・水産業・林業の振興、農村活性化、森林を護る施策を進める～

・農地防災（ため池の耐震性調査に対する支援など）（557）
・木材乾燥機など木材加工流通施設の機械整備を支援（127）

７．誇らしい「都」をつくる ・・・３，９８３百万円
～交流、定住の促進により、南部地域・東部地域を、頻繁に訪れてもらえる、

住み続けられる地域にする～
・災害に強い道路ネットワークの整備推進（再掲）（今木出口線ほか）（872）
・道路災害防除（再掲）（国道166号外19路線）（1,113）

補正予算の規模

補正予算額 １０，７７７百万円 （平成３０年度２月補正予算額 １２，９４２百万円）
〔財源内訳(百万円)：分担金及び負担金21、国庫支出金5,684 、県債5,039 、一般財源32〕

※補正後の総予算額 ５４１，０１７百万円（当初予算比+7.8%、前年度同期比+2.8%）

主な事業内容（政策体系別）

総務部 財政課
TEL 0742-22-5704
FAX 0742-23-6895
http://www.pref.nara.jp/11790.htm

※政策体系別の金額は再掲を含む

令和元年度２月一般会計補正予算案の概要

財源措置が手厚い国補正予算を積極的に活用し、県政諸課題に取り組むため、２月補正予算案を編成。

表示単位未満で四捨五入しているため、数値の計と合計が一致しない場合がある


